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141 - フォーク・ディフェンス 
  

   独立した民族防衛は、民族の自由と主権のための4つの前提条件のうちの1つである

（自民族主義、法律、文化大革命も参照）。だからこそ、国家社会主義ドイツ労働者党

の党綱領は、その第22項で外国の利益

に奉仕する傭兵部隊の廃止とドイツに

おける人民軍の結成を求めているので

ある： 
  

   武器を持つ民族だけが自由なのだ！ 

   これが新戦線共同体の防衛政策の基本

である。これは要求である： 
  

 ドイツ連邦共和国（FRG）の

NATOからの脱退、ドイツ民主

共和国（GDR）のワルシャワ条

約からの脱退。ドイツの統一と

中立は、ドイツの最高指揮下に

あり、ドイツの利益に奉仕する

人民防衛によってのみ守られ

る。 

 ヴァッフェン＝SSの精神的伝統

にのっとった、小規模で高度な

技術を持つ自発的職業軍隊を創

設し、ドイツ国民の兵士的エ

リートを形成する。 
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 民間防衛の第二の柱として、NSDAPの元ストーム部隊参謀長エルンスト・レーム

の考え方に従った民間民兵の創設がある： 

oミリタリー ユース：10歳から16歳までのプレミリタリー、16歳から18歳

までのパラミリタリー。 

oフォルクススツルム ：18歳から60歳までの健常者全員からなる（地方戦闘

集団と中隊戦闘集団に細分化される）。フォルクススツルムは、政治的兵

士の組織的体現として、SA総司令部によって政治的に指導され、形成され

る。 

- SAスタッフ・ガード：政治的・軍事的なボランティア団体で、自らを国家社

会主義革命の騎士であり衛兵であると考えている（「騎士団」の項も参

照）。 
  

   このようにして、国家社会主義革命軍が創設される。権力政治という点では、革命の

みが確保され、革命軍は自らの軍隊を創設し、反動を完全に破壊するからである。 

   国家社会主義ドイツの将来の民衆防衛は、主として、民兵を増強し、その精鋭部隊を

少数にとどめることに基づいている。これは、一方では、防衛政策が専ら防衛目的に役

立つものであることを近隣諸国に納得させるためであり、他方では、ドイツ国民経済の

手段と可能性を超えず、しかもドイツに対する第三次殲滅戦争の暴発を阻止する、真に

独立した民間防衛を構築するためである。原子時代において、国家社会主義の軍事政策

は平和に奉仕し、政策手段としての戦争を否定する。 
  

 

142 - 世界の動き 
  

   国家社会主義は、さまざまなアーリア民族の組織的な生きる意志であるだけでなく、

アーリア民族全体の生きる意志でもある（アーリア人を参照）。国家社会主義はまた、

その新秩序によって、自由な国家（「自由」の項も参照）の創設を目指すだけでなく、

同時にそれらの国家をアーリア人の国家共同体に統一することを目指している。この目

標を達成するために、国家社会主義政党（ドイツでは国家社会主義ドイツ労働者党）

は、それぞれの国家の政治的前衛組織を単独で形成するのではなく、一緒になって超国

家的な国家社会主義世界運動を形成する。 

   国家社会主義の世界運動は超国家的である。しかし、国際的ではない（国際主義を参

照）。今日のマイナス世界のさまざまな国際主義イデオロギーとは異なり、そのすべて

が何らかの形で、種の本性に反する全人類の平等という教条主義にはまっている（キリ

スト教、マルクス主義、自由主義、フリーメーソンも参照）。国家社会主義の世界運動

は、民族の自由を破壊し、個性を分解し、最終的に世界支配を達成しようとする「国

際」を代表するものではない。アーリア民族に限定し、アーリア民族の生物学的・文化

的個性を認め、尊重し、民族の誇り、共通の価値観（価値理想主義も参照）、共通の敵

との闘いに基づいて、民族を団結させるのである。 

   このようにして、アーリア民族は、人種闘争において自己を主張し、その型と本性に

従って、アーリア的な高度の文化を築き上げ、開花させることができるようになる。国
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家社会主義の世界運動は、それゆえ、自由で同志的な対等な党派の同盟である（同志関

係も参照）。 
  

  

143 - 世界征服 
  

   世界征服への努力は、さまざまなイデオロギーや生活態度を特徴づけており、帝国主

義の最も極端な形態を表している。しかし、ほとんどの帝国主義勢力は、一般的に勢力

の拡大を目指すだけであり、世界征服を目指すのは、より少数ではあるが、より強力な

勢力である。 

   キリスト教は歴史的に世界征服を主張した最初の潮流であり、ヨーロッパの歴史に強

い影響を与えた。対照的に、ヨーロッパの生活空間に対するイスラム教の攻撃は、ほぼ

撃退された。近代が始まると、フリーメーソンの世界支配への努力が歴史的に力を持つ

ようになり、啓蒙革命の意志の担い手となった。その後、自由資本主義が台頭し、つい

にはマルクス主義が世界的な権力者となった。 

   これらのイデオロギーはすべて、世界征服のために今日まで戦ってきた。この世界征

服は、現代世界において初めて技術的・物質的に本当に具体的に可能となったものであ

り、上記の諸勢力がしばしば巨大な力を発揮しているにもかかわらず、互いに拮抗して

いるため、まだ実現していない。さらに、自由と主権を求める民衆の努力は、ますます

明らかに人種と民衆を破壊するようになっている世界文明の側の腐敗によって、まだ完

全に損なわれていないことは、今日に至るまで明らかである。分化の原理を持つ自然そ

のものが、世界支配への努力に矛盾し、抵抗している。キリスト教、イスラム教、フ

リーメーソン、自由資本主義、マルクス主義など、あらゆるイデオロギーがそこから生

まれた。 

   アーリア文化（アーリア人も参照）の精神的・霊的疎外の出発点は、常にユダヤ教の

存在と影響であった。この発展に対して、反ユダヤ主義の防衛闘争もまた、太古の昔か

ら形成されてきた。あらゆる権力・政治勢力の中で、ユダヤ教は世界支配の目標を最も

堅持し、またこの努力において最も前進してきた。ユダヤ教はシオニズムを政治的に利

用し、他のすべての勢力や列強を道具として利用し、支配しようとする。これが成功

し、かつての対立関係が存在しなくなり、シオニズムだけが権力を得るための幕として

のみ機能する程度まで、民衆の自由と自決権に対する危険は増大する。この進展はかな

り進んでいる： 
  

 自由資本主義とフリーメーソンは、ほぼ完全にシオニストの影響下にある。 

 キリスト教とマルクス主義は、最初からユダヤ人権力の精神的な道具であり、独

立したのは後になってからである。キリスト教は1945/56年以降、再びシオニスト

の影響下に置かれるようになった。一方、今日のマルクス主義への影響は判断が

難しく、おそらく時代や場所によっても変動するだろう。 

 イスラム教だけは、シオニストの影響からほとんど自由である。というのも、イ

スラム教はユダヤ教の世界支配への努力からではなく、アラブ人の影響から生じ

ているからである。 
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   アーリア人種は、反ユダヤ主義を通じて精神的に、反シオニズムを通じて権力政治的

に、ユダヤ教の世界支配への努力から自らを守る。どちらも、アーリア民族の生命と自

由への意志が具現化された国家社会主義の中核思想に属する（「意志」の項も参照）。

ドイツでは、これは国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領に反映されている。 

   積極的には、国家社会主義は、帝国と諸国民の自由な共同体からなる世界秩序という

理念をもって、セム人の世界支配の努力に反対し、具体的には、アーリア人種のための

アーリア人の諸国民の共同体の樹立と、大規模なヨーロッパ秩序としての第四帝国の創

設に努力する。 
  

  

144 - 理想主義を大切にする 
  

   価値理想主義は、国家社会主義者の倫理、生活態度としての国家社会主義を特徴づけ

る。この価値理想主義へのコミットメントによって、国家社会主義は、ブルジョアやキ

リスト教の道徳からも、退廃的な唯物論（ブルジョアジー、キリスト教、退廃も参照）
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からも、妥協することなく自らを切り離し、ヨーロッパの数千年にわたる理想主義の伝

統の中に自らを位置づけ、その集大成であり完成形である。 

   この観念論は、哲学的あるいは宗教的な思想体系の観念論ではなく、価値観の観念論

であり、小さく限定された自我を凌駕し、それを通して光り輝く倫理的に質の高い理念

のために自らを置くときにのみ、人間の生を価値と意味のあるものと認める生活態度で

ある。今日の自由資本主義的、ブルジョア的マイナス世界のヨーロッパの退廃は、あら

ゆる価値観と思想の分解と倒錯をもたらしたので、価値観念論の生活態度を強制し、そ

れによって新秩序への道を開くためには、国家社会主義から発せられる革命が必要であ

る。 

   価値観理想主義は、価値観の階層を認め、その頂点に、自然科学に基づく生物学的

ヒューマニズムによって確立された、種の保存と発展に対する人間の責任がある：それ

ゆえ、「共通善は私利私欲に優先する」というのが、価値理想主義の国家社会主義倫理

の基本法則であり、そこから他のすべての個人的、超個人的価値が導き出される。国家

社会主義は、こうして共同体をすべての思想の中心に据える。国家社会主義は、このよ

うに、すべての思考、感情、行動の中心に共同体を置き、常に個人を共同体の一員とみ

なす。 

   価値理想主義は、自分のタイプや性質に従って生きる人間のタイプ、すなわち労働
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者、自由でありながら自発的に共同体に拘束される国家社会主義的人格を特徴づける。

労働者のタイプは、政治的意識の高い兵士（「兵士」を参照）に、そして最終的には指

導的同志である総統（「指導者原理とエリート」を参照）に、より鮮明に表現される。 

   国家社会主義にとって、労働者であること、兵士であること、指導者であることは、

階級や階層ではなく、共同体の中で、共同体のために生きるという同じ国家社会主義的

態度の異なる表現なのである。こうして、新秩序を特徴づける人間の型が生まれ、その

完成形が、総統の言葉によれば、人種と人格の最高の価値を体現するように成熟する未

来の民族となるのである。 

   価値理想主義とは自由であり、それはもはやブルジョア的な「からの」自由ではな

く、「のための」自由である。個人の自己認識と自己実現は、国家に結びついた人格と

なり、国家共同体における、また国家共同体のための労働者となり、この自由、ひいて

は共同体に奉仕する。 

   このように、共同体、自由、人格の発達は、価値理想主義の基本的な価値であり、内

容である。それらは、国家社会主義者の労働者、兵士、指導者のタイプにおいて、また

女性の間では母親のタイプにおいて、具体化と多様な表現を見出す（「母性」参照）。

このようにして、価値観念論は、支配的なマイナス世界の退廃的な価値相対主義を克服

する。 
  

  

145 - 価値相対主義 
  

   退廃は、あらゆる高等文化の繁栄と生存にとって致命的な脅威である。アーリア人種

（アーリア人を参照）の原型と自然にふさわしい伝統的な先進文化においては、この危

険は、意志の絶え間ない緊張、より高い価値観にコミットする貴族の倫理、そしてすべ

ての階級と身分を形成し決定する儀式を持つ伝統によって戦われた。ユダヤ教の不霊が

浸透したキリスト教によってのみ、アーリア人の自然と文化は永久に疎外されることに

なった。その教条主義は、自然と型に沿った伝統と儀式を破壊した。  

   その結果、人種全体の退廃は、キリスト教的な権力主張が崩壊して以来、ますます増

大し、ますます行き過ぎた物質主義として目に見えるようになった。その結果、無関心

と内なる支えの欠如が生じ、もはや何も束縛されなくなる。しかし、これは価値相対主

義の特徴であり、退廃的秩序の最も重要な徴候のひとつである。この価値相対主義は、

西欧型の近代民主主義国家で特によく繁栄しており、その基盤となっているのは自由主

義のイデオロギーである。 

   価値相対主義は、イデオロギーと化した無頓着さによって、ユダヤ・キリスト教やブ

ルジョア道徳（ブルジョアジー参照）の価値観を分解する。これらの古い価値観に戻る

ことはない。それゆえ、国家社会主義の革命は、価値の再評価と新たな創造によって、

価値相対主義を克服する。それによって国家社会主義は、価値相対主義の沼地に対し

て、最高の拘束力を持つ価値への無制限かつ全面的なコミットメントを設定する：それ

は、民族と人種の生存と型にふさわしい高度の発展である。 
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49. 
  

   私の兄と妹（双子）は、ヒトラーの誕生日である1945年4月20日（th ）に生まれた。熱烈な国家社会主

義者である私は、"誕生日の交換 "をしたかった。 

   残念ながら、母はその手配はできないと言った。 
  

  

50. 
  
   シカゴからリンカーンに向かう途中、アイオワ州でガソリンスタンドに立ち寄った。係員が私たちの

車に貼られたシカゴ市のステッカーに気づき、シカゴのどのあたりから来たのかと尋ねた。私たちが

「マーケット・パーク」と答えると、彼は「ああ、ゲルハルト・ラウクを訪ねてネブラスカのリンカー

ンに行くんだね！」と叫んだ。 

   彼は党員でもあった！ 
    

  

51. 
  
   シカゴの党本部の向かいで赤軍派がデモを行ったとき、私たちストームトルーパーはすぐに外に飛び

出して彼らを出迎えた。残念なことに、警察が私たちを引き離した。そこで私たちは本部の前に並

び、"We Want Dead Reds!"（赤軍の死者が欲しい！）と声を変え始めた。 

   しかし、それでも彼らは動じなかったようだ。そこで私たちは新しいチャントを試みた："600万人増

員！" 

   彼らの青ざめた顔に浮かぶ恐怖は、この距離でも明らかだった。すぐに彼らは去った。 
  

  

52. 
  

   白人カップルに第三世界からの非白人赤ちゃんを「養子」にするよう促すテレビ広告は、あまりにも

腹立たしかった。そこで私は電話で、"白人の国から白人の赤ちゃんは生まれないのですか？"と尋ね

た。 

   驚いたことに、電話の向こうの人は実際に助けようとしてくれた。彼は調べてみると言って、すぐに

リストにあるすべての国の名前を挙げた！私の方の会話はこんな感じだった： 

   「いや、それじゃない。いや、あれはだめだ。忘れてしまえ！" 

鉤十字の下で楽しむ 
  

国家社会主義活動にも、明るい瞬間がある！以下は、ゲルハルト・ラウクの小冊子

『鉤十字の下の楽しみ』からの抜粋である。 
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